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開
館
ま
で
を
ふ
り
か
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
昭
一
（
郡
山
市
美
術
連
盟
会
長
）

　

一
九
七
〇
年
代
後
半
、
全
国
的
な
新
美
術
館
建
設
ブ
ー
ム
の
う
ね
り
の
中
で

郡
山
に
も
そ
の
気
運
が
高
ま
り
始
め
た
。
県
は
立
県
百
年
を
記
念
し
、
文
化
元

年
を
提
唱
。
博
物
館
、
図
書
館
、
そ
し
て
美
術
館
建
設
の
旗
印
を
か
か
げ
る
。

　

一
九
七
九
年
、
私
た
ち
は
県
立
美
術
館
の
誘
致
を
視
野
に
い
れ
、
「
郡
山
に

美
術
館
を
つ
く
る
会
」
を
結
成
、
会
報
を
発
行
し
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
展
を
開
催

し
た
（
市
内
在
住
作
家
一
一
五
点
出
品
。
売
り
上
げ
八
五
点
。
四
百
五
十
六
万
円
。

市
文
化
振
興
の
基
金
に
百
四
十
三
万
円
寄
付
）
。
署
名
運
動
で
、
四
万
五
千
人

の
賛
同
を
得
た
。
し
か
し
こ
の
運
動
は
郡
山
市
周
辺
の
市
町
村
を
も
ふ
く
め
て

広
が
り
を
み
せ
た
も
の
の
、
県
立
美
術
館
の
設
置
場
所
は
福
島
市
に
決
定
。
つ

く
る
会
の
運
動
の
支
柱
は
郡
山
独
自
の
美
術
館
づ
く
り
に
し
ぼ
ら
れ
本
来
の
姿

に
も
ど
り
、
市
当
局
も
積
極
的
に
参
画
。
本
格
的
な
企
画
、
立
案
、
実
施
の
方

向
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

　

一
九
八
三
年
、
郡
山
市
美
術
館
基
本
構
想
答
申
（
同
懇
話
会
に
よ
る
）
、

八
五
年
に
美
術
品
取
得
基
金
条
例
公
布
・
施
行
。
八
七
年
、
美
術
館
設
立
準
備
室
、

同
建
設
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
八
八
年
、
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
美
術
館

に
つ
い
て
考
え
る
」
を
開
催
（
講
師　

三
木
多
聞
氏
）
、
建
設
場
所
も
決
定
し
た
。

八
九
年
、
建
設
設
計
競
技
審
査
会
開
催
。
九
〇
年
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
収
蔵
美

術
品
特
別
展
示
開
催
。
同
年
、
設
計
案
当
選
業
者
決
定
、
株
式
会
社
Ｔ
Ａ
Ｋ
建
設
・

都
市
計
画
研
究
所
（
現
・
株
式
会
社
柳
澤
孝
彦
＋
Ｔ
Ａ
Ｋ
建
築
研
究
所
）
に
設

計
委
託
。
二
年
を
か
け
て
一
九
九
二
年
に
美
術
館
本
体
工
事
が
完
了
し
た
。
同

年
七
月
に
美
術
館
条
例
施
行
。
建
設
準
備
室
解
散
、
美
術
館
と
し
て
ス
タ
ー
ト

を
。
同
年
十
一
月
外
構
工
事
完
了
。
同
月
二
十
一
日
に
開
館
を
む
か
え
る
。

　

開
館
以
後
に
つ
い
て
は
、
今
日
あ
る
展
示
の
内
容
が
重
層
的
に
集
約
さ
れ
て

眼
前
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
内
容
と
歴
史
が
つ
く
ら
れ
た
土
台
に

な
っ
た
経
過
も
又
み
の
が
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
今
に
し
て
お
も
え
ば
、
あ
っ

て
な
き
が
如
し
の
時
間
。
何
か
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
こ
う
と
し
た
意
気
ご
み
の

よ
う
な
も
の
、
価
値
を
大
切
に
し
な
が
ら
の
十
数
年
間
を
ふ
り
か
え
っ
て
、
あ

ら
た
め
て
郡
山
の
美
術
館
の
存
在
を
み
な
お
し
て
み
る
今
を
。



２

「フローラ」1868-84 年
油彩・キャンバス 95.5 × 64.9cm 当館蔵

会
期
中
の
イ
ベ
ン
ト

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク　

会
場
＝
企
画
展
示
室
（
要
観
覧
券
）

　

日
時
＝
10
月
27
日
（
土
）
、
11
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
か
ら　

　

講
師
＝
当
館
学
芸
員

●
映
画
会　

会
場
＝
多
目
的
ス
タ
ジ
オ
（
無
料
）

・
『
ピ
グ
マ
リ
オ
ン
』
１
９
３
８
年　

イ
ギ
リ
ス　

96
分

　

原
作
＝
ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ー

　

日
時
＝
10
月
28
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら

・
『
い
ば
ら
姫
ま
た
は
ね
む
り
姫
』

　

１
９
９
０
年　

日
本
・
チ
ェ
コ
合
作　

22
分

　

演
出
・
脚
本
・
人
形
美
術
＝
川
本
喜
八
郎

　

日
時
＝
11
月
４
日
（
日
）
午
前
11
時
、
午
後
２
時
、

　
　
　
　

午
後
３
時
か
ら

・
『
ユ
メ
十
夜
』
２
０
０
７
年　

日
本　

100
分

　

原
作
＝
夏
目
漱
石　

監
督
＝
市
川
昆
、
実
相
寺
昭
雄
他

　

日
時
＝
11
月
24
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら

・
『
真
夏
の
夜
の
夢
』

　

１
９
８
３
、
８
４
年　

ス
ペ
イ
ン
・
イ
ギ
リ
ス
合
作　

78
分　

　

出
演
＝
リ
ン
ゼ
イ
・
ケ
ン
プ
・
カ
ン
パ
ニ
ー

　

日
時
＝
12
月
１
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら

●
美
術
講
座　

会
場
＝
講
義
室
（
無
料
）

・
「
バ
ー
ン=

ジ
ョ
ー
ン
ズ
と
日
本
」

　

日
時
＝
11
月
11
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら

・
「
バ
ー
ン=

ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
魅
力
」

　

日
時
＝
12
月
２
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら

　

講
師
＝
当
館
学
芸
員

●
講
演
会　

会
場
＝
多
目
的
ス
タ
ジ
オ
（
無
料
）

　

演
題
＝
「
バ
ー
ン=

ジ
ョ
ー
ン
ズ
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・　

　
　
　
　

モ
リ
ス
―
イ
ギ
リ
ス
19
世
紀
末
の
美
学
」

　

講
師
＝
河
村
錠
一
郎
氏
（
一
橋
大
学
名
誉
教
授
）

　

日
時
＝
11
月
23
日
（
金
・
祝
）
午
後
２
時
か
ら　

開
館
20
周
年
記
念　

バ
ー
ン
＝
ジ
ョ
ー
ン
ズ
展

会　

 

期　
　

10
月
23
日

（
火
）
―
12
月
９
日

（
日
）　

休
館
日　
　

毎
週
月
曜
日

観
覧
料
　
一
般
１
０
０
０

（
８
０
０
）
円　

高
校
・
大
学
生
５
０
０

（
４
０
０
）
円

　
　
　
　
　
　
　

※

（　

）
内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金
。

　
　
　
　
　
　
　
　

中
学
生
以
下
、
65
歳
以
上
の
方
、
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
無
料
。

主　

催　
　

郡
山
市
立
美
術
館　

東
京
新
聞　

後　

援　
　

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
カ
ウ
ン
シ
ル　
　

協
力　

日
本
航
空

「アヴァロンにおけるアーサー王の眠り」1894 年　グワッシュ・紙　53.6 × 190.7cm　当館蔵
　

丸
の
内
の
三
菱
一
号
館
美
術
館
で
開
催
さ
れ

て
い
た
「
バ
ー
ン=

ジ
ョ
ー
ン
ズ
展
」
（
６
月

23
日
―
８
月
19
日
）
。
19
世
紀
末
イ
ギ
リ
ス
を
代

表
す
る
画
家
の
展
覧
会
に
お
い
て
、
出
品
作
の

当
館
所
蔵
「
フ
ロ
ー
ラ
」
は
、
そ
の
会
期
中
、

た
く
さ
ん
の
フ
ラ
ッ
グ
に
印
刷
さ
れ
て
丸
の
内

界
隈
の
街
路
灯
で
は
た
め
き
、
道
行
く
人
々

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
バ
ー
ン
＝

ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
熱
烈
な
フ
ァ
ン
で
あ
る
評
論
家

の
立
花
隆
氏
は
、
展
示
さ
れ
て
い
た
「
ア
ヴ
ァ

ロ
ン
に
お
け
る
ア
ー
サ
ー
王
の
眠
り
」
を
見
て
、

そ
れ
が
日
本
の
、
し
か
も
郡
山
市
立
美
術
館
が

所
蔵
し
て
い
る
こ
と
に
た
い
へ
ん
驚
か
れ
た
そ

う
で
す
（
『
文
藝
春
秋
』
９
月
号
）
。
当
館
所
蔵

作
品
が
多
く
の
方
々
に
喜
ば
れ
て
い
る
と
い
う

事
実
に
、
作
品
は
生
き
て
い
る
の
だ
な
あ
、
と

い
う
こ
と
を
つ
く
づ
く
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
そ
の
「
バ
ー
ン
＝
ジ
ョ
ー
ン
ズ
展
」

が
つ
い
に
当
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
寡
作
だ
っ

た
た
め
開
催
が
と
て
も
困
難
な
彼
の
展
覧
会

は
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
で
も
な
か
な
か
見
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
「
フ
ロ
ー
ラ
」
と
「
ア
ヴ
ァ

ロ
ン
に
お
け
る
ア
ー
サ
ー
王
の
眠
り
」
は
、
世

界
各
国
か
ら
は
る
ば
る
や
っ
て
く
る
作
品
群
と

一
緒
に
展
示
さ
れ
る
こ
と
で
、
私
た
ち
に
ど
ん

な
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

ベスト・セレクション
所蔵作品日英近代美術名品選

平成24年９月22日（土）～10月14日（日）
会場：企画展示室

第 11 回風土記の丘の美術展
平成24年７月 24日（火）～８月26日（日）

会場：展示ロビー
主催：郡山市立美術館
　　　郡山市小学校造形教育研究会

当館の充実した日英の水彩画の名品
を一気に見ることができる、貴重な
展覧会でした。また、同時に展示ロ
ビーではこれまでの展覧会の中から
選りすぐりのポスターも掲示しまし
た（11 月 4 日まで）。

郡山市内の各小学校で、子供たちが

図工の授業で作った作品を週替わり

で展示しました。郡山市に避難し

ている小学校の子供たちの作品も含

め、楽しい展示になりました。

Report
●
第
５
回
風
土
記
の
空

　

郡
山
市
内
の
中
学
校
美
術
部
・
選
択
美
術
に
よ
る
作
品
展

　

会
場
＝
ロ
ビ
ー
（
無
料
）

　

会
期
＝
11
月
13
日
（
火
）
～
12
月
16
日
（
日
）

　

美
術
部
や
選
択
美
術
で
制
作
し
た
郡
山
市
内

の
中
学
生
に
よ
る
作
品
展
で
す
。

　

み
ず
み
ず
し
く
、
若
さ
に
あ
ふ
れ
た
作
品
を
、

中
学
生
自
身
が
額
装
し
、
美
術
館
ロ
ビ
ー
に
展

示
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

昨年の展示作業風景
（会期：平成 23 年 11 月 23 日～ 12 月 25 日）



Report

公開ワークショップ

紙芝居と絵本の読み聞かせ
講師：野坂悦子氏（翻訳家）

平成 24 年８月 11 日（土）13：00 ～

会場：階段ホール

公開ワークショップ　ダンス・パフォーマンス

「バタフライダンス」
講師：竹内秀策氏（舞踏家）
平成 24 年８月 11 日（土）11：00 ～、14：00 ～

会場：階段ホール

夏休み公開ワークショップ　風土記の丘発
図工＆美術の時間へようこそ！パートⅦ

「つくろう！あそぼう！夏まつり☆」

講師：郡山市内の小中学校の先生
平成 24 年８月５日（日）
会場：多目的スタジオ、創作スタジオ

ヨーロッパ各地で紙芝居を紹介し続けてい
る野坂氏。「クライドルフの世界展」にあ
わせ、自作の作品や、虫や蝶が登場する作
品を披露してくださいました。また、９月
16 日（日）には、講演会「ヨーロッパの絵
本世界」（多目的スタジオ）の講師も務め
ていただきました。

蝶の姿に希望と夢の意味を見出した

竹内氏のダンス。わずかな羽ばたき

が静かに世界に影響を与える・・・

開催中の「クライドルフの世界展」

にも通じる幻想的な舞台でした。

毎年開催している夏休みのこの企

画、楽しみにしている方もいらっ

しゃったようです。今回もたくさん

の親子がゲームなどに楽しく参加し

ました。

雑誌『ぴあ』の表紙原画
©Masamichi Oikawa

及
川
正
通
さ
ん
と
郡
山

　
　
　
　
　
　

佐
藤
三
郎
（
け
る
ぷ
農
場
会
長
）

　

映
画
『
ウ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
』
に
憧
れ
て
実
現
し
た
、
昭
和

49
年
７
、
８
月
の
前
夜
祭
を
含
め
て
11
日
間
の
「
ワ
ン
ス
テ
ッ

プ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
。
「
街
に
緑
を
！
若
者
に
広
場
を
！
そ

し
て
大
き
な
夢
を
！
」
を
合
言
葉
に
し
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の

中
で
も
開
成
山
陸
上
競
技
場
で
の
野
外
ロ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

に
は
、
５
日
間
で
７
万
人
を
超
え
る
人
々
が
集
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
今
や
伝
説
と
な
っ
て
い
る
感
も
あ
り
ま
す
が
、
実
は

翌
昭
和
50
年
８
月
10
日
、
「
空
飛
ぶ
カ
ー
ニ
バ
ル
」
と
い
う
イ

ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
「
ワ

ン
ス
テ
ッ
プ
」
で
飛
行
船
を
揚
げ
た
飯
塚
武
弘
氏
が
、
私
の

家
に
寝
泊
ま
り
し
な
が
ら
、
「
三
郎
さ
ん
、
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
だ

け
で
終
わ
っ
た
の
で
は
男
が
廃
る
よ
」
と
私
を
説
得
し
た
の

で
す
。
そ
し
て
、
「
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す

る
べ
く
、
飛
行
船
に
か
け
て
「
空
飛
ぶ
カ
ー
ニ
バ
ル
」
と
命

名
し
た
の
で
し
た
。
今
度
の
会
場
は
郡
山
総
合
体
育
館
、
ポ

ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
は
及
川
正
通
さ
ん
で
し
た
。
彼
の
バ
ン
ド

O
H
!
 
M
A
N
 
G
O
!

が
出
演
す
る
な
ら
ポ
ス
タ
ー
も
、
と
お
願
い
し

現
代
の
浮
世
絵
師　

及
川
正
通
展

会　

 

期　
　

平
成
25
年
１
月
26
日

（
土
）
―
３
月
24
日

（
日
）　

休
館
日　
　

毎
週
月
曜
日

観
覧
料
　
一
般
５
０
０

（
４
０
０
）
円　

高
校
・
大
学
生
３
０
０

（２
４
０
）
円

　
　
　
　
　
　
　

※

（　

）
内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金
。
中
学
生
以
下
、
65
歳
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
方
、
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
無
料
。

主
催　

郡
山
市
立
美
術
館　
　
　

協
力　

ぴ
あ　
　
　

企
画
協
力　

産
経
新
聞
社

企
画
制
作　

ス
テ
ッ
プ
・
イ
ー
ス
ト

た
の
で
し
ょ
う
。
中
央
の
女
性
は
及
川
さ
ん
の
奥
様
が
モ
デ

ル
ら
し
い
で
す
。
出
演
予
定
の
皆
に
加
え
て
、
上
の
両
端
に

は
及
川
さ
ん
と
私
と
が
い
る
な
か
な
か
凝
っ
た
ポ
ス
タ
ー
で

し
た
。

　

音
楽
を
知
ら
な
い
、
が
モ
ッ
ト
ー
の
私
に
と
っ
て
、
こ
の

「
カ
ー
ニ
バ
ル
」
は
す
こ
ぶ
る
楽
し
い
も
の
で
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
奥
に
は
6.5
ｍ
も
の
大
魔
神
が
鎮
座
し
て
、
奇
術
や
舞
踊
、

映
画
ま
で
出
し
物
が
あ
り
ま
し
た
。
音
楽
で
は
、
ポ
ス
タ
ー

に
名
前
が
な
い
ジ
ョ
ー
山
中
や
来
日
し
て
い
た
フ
ェ
リ
ッ
ク

ス
・
パ
パ
ラ
ル
デ
ィ
な
ど
も
実
は
演
奏
し
て
い
ま
し
た
。
ク

リ
エ
イ
シ
ョ
ン
を
バ
ッ
ク
に
悠
木
千
帆
（
現
・
樹
木
希
林
）

氏
が
「
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
バ
カ
？
」
を
歌
い
、
そ
れ
に
夫
の

内
田
裕
也
氏
が
タ
ン
バ
リ
ン
を
叩
き
な
が
ら
コ
ー
ラ
ス
を
つ

け
て
い
ま
し
た
。
あ
の
夫
婦
が
舞
台
で
一
緒
に
歌
っ
た
の
は

あ
れ
が
最
初
で
最
後
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

客
席
に
は
「
ぴ
あ
」
の
社
長
矢
内
廣
（
い
わ
き
市
出
身
）

氏
が
い
た
そ
う
で
す
。
矢
内
氏
は
、
自
分
が
発
行
し
て
い
た

情
報
誌
『
ぴ
あ
』
の
表
紙
を
及
川
さ
ん
に
描
い
て
欲
し
か
っ

た
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
こ
ま
で
足
を
運
ん
だ
の
で
し
た
。
そ

の
矢
内
氏
の
姿
に
感
動
し
、
及
川
さ
ん
は
『
ぴ
あ
』
の
表
紙

を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

郡
山
と
及
川
さ
ん
と
の
関
係
と
い
え
ば
、
当
市
出
身
の
作

曲
家
湯
浅
譲
二
氏
の
Ｌ
Ｐ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
も
及
川
さ
ん
は
描
い

て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
及
川
さ
ん
と
郡
山
と
の
意
外
な

関
係
も
今
回
紹
介
さ
れ
る
よ
う
で
、
楽
し
み
で
す
。

「空飛ぶカーニバル」ポスター　1975 年

『 湯 浅 譲 二 個 展 LIVE 
RECORDING』LP ジャケット
1979 年

3



郡山市立美術館
Koriyama City Museum of Art

〒 963-0666　福島県郡山市安原町字大谷地 130-2
電話　024-956-2200　ファックス　024-956-2350
http://www.city.koriyama.fukushima.jp/bijyutukan/

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ
■
～
10
月
28
日

（
日
）

展
示
室
１　

イ
ギ
リ
ス
の
版
画

展
示
室
２　

明
治
・
大
正
の
油
彩
画

展
示
室
３　

郡
山
の
美
術

展
示
室
４　

版
画
の
い
ろ
い
ろ
／
涼
を
求
め
て

■
10
月
31
日

（
水
）
～
平
成
25
年
２
月
３
日

（
日
）

展
示
室
１　

イ
ギ
リ
ス
の
油
彩
画

展
示
室
２　

日
本
近
代
美
術
に
み
る
浪
漫
的
世
界

展
示
室
３　

戦
後
の
美
術

展
示
室
４　

バ
ー
ン
＝
ジ
ョ
ー
ン
ズ
と
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
／

　
　
　
　
　
　
　

ド
レ
ッ
サ
ー
と
ア
ー
ツ
＆
ク
ラ
フ
ツ
運
動

■
平
成
25
年
２
月
６
日

（
水
）
～

展
示
室
１　

小
特
集　

ホ
ー
ガ
ー
ス
の
風
刺
画

展
示
室
２　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
風
俗

展
示
室
３　

イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ッ
プ
・
ア
ー
ト

展
示
室
４　

明
治
の
ブ
ロ
マ
イ
ド
／
く
ら
し
を
彩
る

※
10
月
30
日

（
火
）、
平
成
25
年
２
月
５
日

（
火
）
は
、
展
示
替

え
の
た
め
常
設
展
示
室
は
ご
覧
に
な
れ
ま
せ
ん
。

■
平
成
25
年
１
月
５
日

（
土
）
～
20
日

（
日
）

当
館
所
蔵
の
、
晩
年
を
西
田
町
で
過
ご
し
た
と
さ
れ
る
雪

村
周
継

（
１
５
０
０
年
頃
―
１
５
８
０
年
代
前
半
）
屏
風

を
企
画
展
示
室
で
展
示
し
ま
す
。
常
設
展
の
チ
ケ
ッ
ト
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

料
金　

一
般
２００

（
１５０
）
円　

高
・
大
生
１００

（
７０
）
円

（　

）
内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金
。
中
学
生
以
下
、
65
歳
以
上
、

障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
無
料
。

ＴＯＰＩＣＳ

美術館のカフェ　juju 130 cafe
　　　　　　　　（ジュジュ　イチサンマルカフェ）

素晴らしい作品を鑑賞した後、その余韻に浸るのにはぴっ

たりのオシャレなカフェ。おなじみのワンプレートラン

チのほか、小腹が空いている時には外はパリッ、中はふ

んわりのとびきり大きなクロワッサンもお試しあれ！

営業時間　11:00-17:00

電　　話　024-942-2250

常
設
展
示

雪
村
周
継

「四
季
山
水
図
屏
風
」
特
別
展
示

全館休館のお知らせ

12 月 20 日（木）から平

成 25 年１月４日（金）

まで、年末年始及び館内

消毒のため、全館休館と

なります。

新企画　館長講座 ＜アート ・ テーク＞ ART TAKE

第１回　11 月 17 日（土）
　ものの情報を読む～「布」と人
第２回　12 月 15 日（土）
　もの作る国～日本的創作史
第３回　平成 25 年１月 19 日（土）
　名作の誕生
　～美術の歴史、鑑賞の歴史～

第４回　平成 25 年２月 16 日（土）
　ものが「動く」
第５回　平成 25 年３月 16 日（土）
　美術館の誕生
　～郡山市立美術館への旅～

金更紗　17-18 世紀初め

　＜アート・テーク＞は、文字通り「アートに触れる」、「アートをとらえる」こと
を意図した講座です。
　アートとは、本来は、自然に対置される人間の技能、その結果としての人工物な
どを意味する言葉でした。この技能には、実際にものを作る、存在させる技術、さ
らにはそれを認識する感性や知識、理論も含まれます。
　テークは英語の Take にちなんでいます。Take は「触れる、つかむ、とらえる」
を原義とし、人が何かを自分のものとすることを意味する重要な言葉です。対象と
の関わり方そのものを意味するキーワードです。
　アートは、今日、時代や社会の変化のなかで、そこに何らか精神的な価値や感興
を含む芸術や美術と同義とみなされることが多いのですが、ここでは広義の意味で
捉えています。既成の価値観や評価にこだわらず、日常生活に点在するアートをめ
ぐる様々な事象をテーマにして、それぞれの人にとってのアートを一緒に考えます。
　アートの意味を決めるのは、時代であり、社会であり、そしてあなたなのです。

講師：佐治ゆかり（当館館長）

会場：講義室（無料）

時間：午前 10 時 30 分～

※毎月第３土曜日開催の講座です。

どの回でも自由に聴講できますので、

お気軽にご参加ください。　



開館記念３
写真、舞妓、季語のある風景
油絵・日本展
H5.4/17-5/16

明治の巨匠、その全貌を探る

山本芳翠の世界展

H5.5/29-7/4

窯と祈りとガラスの神々
佐藤潤四郎展
H5.7/24-8/29

ウィリアム・ブレイクとロマン派展
ローダー・コレクションⅡ
H5.9/11-10/3

開館１周年記念１
ゴーギャンとポン＝タヴァン派展
H5.10/9-11/28

開館１周年記念２
ピカソ展
H5.12/4-26

大きな井上有一展
YU-ICHI works 1955-85
H6.1/8-2/13

JAGDA 平和と環境のポスター展
“I’m here.”1993
H6.2/26-3/27

開館記念 1　英国風景画展
特別展示 /マンチェスター市立美術館所蔵　英国水彩画
H4.11/21-H5.1/17

ローダー・コレクション展
版画にみるイギリス美術の流れ
H5.1/30-2/14

開館記念２
ニューオリンズ美術館所蔵
フランス絵画の 400 年展
H5.2/27-3/31

１３５回の展覧会とともに２０年

郡山市立美術館◉全展覧会ポスターコレクション

視覚の魔術展
だまし絵の不思議な世界
H7.3/25-4/23

明治・大正・昭和
近代美人画名作展
福富太郎コレクション
H6.4/23-5/22

第３回青木繁記念大賞公募展

H6.4/2-17

カリフォルニアに魅せられて
デイヴィッド・ホックニー展
H6.6/25-7/24

ラクリエール版画工房展
ピカソ、ミロ、シャガール、ルオー・・・
巨匠たちとの 60 年
H6.7/29-8/28

日本画家の青春展
新たな時代を開く
大観、春草からドッブ君まで
H6.9/3-10/2

ヨーロッパ工芸新世紀展
H6.10/8-11/13

第 28 回現代美術選抜展
H6.12/6-18

中国六千年の秘宝展
上海博物館コレクションから
H6.12/24-H7.2/12

美の東西・400 年展
東京富士美術館コレクションより
H7.4/29-6/4

第 50 回国民体育大会公開競技スポーツ芸術　郡山市合併 30 周年記念
開館３周年記念　英国肖像画展
エリザベス一世からポール・マッカートニーまで
H7.10/7-11/23

イギリス木版画展　1890-1945

H7.12/2-H8.1/21

生誕 100 年記念
里見勝蔵展
H8.1/27-3/3

終戦 50 周年記念展
ヒロシマ‐21 世紀へのメッセージ展
H7.8/12-9/24

ジャズを愛し、ニューヨークを生きた
スチュアート・デイヴィス展
H7.7/8-8/6

第４回青木繁記念大賞公募展
H7.6/10-25

トーマス・バイルレ
「高密度集積絵画展」
H9.3/29-5/5

画業 60 年　鎌田正蔵展
H8.4/13-5/12

インサイド・ストーリー
同時代のアフリカ美術展
H8.5/18-6/23

第５回青木繁記念大賞公募展
H8.6/29-7/14

モーリス・ユトリロ展
H8.7/20-8/18

ロートレック展
日本初公開の石版画コレクション
H8.8/24-9/29

民衆への愛に生きた巨人
ヴィクトル・ユゴーの世界展
魂の詩と壮大な人間ドラマ
H8.10/5-11/10

アルフォンス・ミュシャ
「生涯と芸術」展
H8.11/16-12/23

煙と霧　若林奮展
H9.1/25-3/2

オーブリー・ビアズリー展
没後 100 年記念
ヴィクトリア＆アルバート美術館所蔵
H10.3/21-5/5

ピカソからウォーホルまで
ストックホルム近代美術館展
H9.5/11-6/8

知られざる正統　原 撫松展
伝えられた英国絵画のこころ
H9.6/14-7/13

開館５周年記念
自然の美・生活の美
ジョン・ラスキンと近代日本展
H9.7/19-8/24

第６回青木繁記念大賞公募展
H9.8/30-9/14

開館５周年記念　英国王室秘蔵
マーク・ケイツビーと
日本の博物画展
H9.9/20-11/3

慈愛の造形
木喰の微笑仏展
H10.1/31-3/15

安積開拓 120 年記念　開館５周年記念　描かれた東海道五十三次展
浮世絵・広重から、新発見・油絵東海道まで
H9.11/22-H10.1/18

安藤重春展
H11.2/27-3/28

ヒューマニズムの系譜
日本の具象彫刻 10 人展　
1930s-1950s
H10.10/24-11/23

第７回青木繁記念大賞公募展
H10.5/16-31

工芸のジャポニスム展
日出づる国からの熱い波
H10.6/6-7/12

日本人メキシコ移住 100周年記念
メキシコの美：1920-1950
熱き血と大地の祈り
H10.8/1-30

ウィットワース美術館所蔵
ターナーと英国水彩画展
H10.9/5-10/11

平成 10 年度国立博物館・美術館巡回展
名作が生まれる時
日本近代洋画５つの結晶
H11.1/15-2/14

ポーランド クラクフ国立博物館
浮世絵名品展
H11.11/20-12/26

ダリッチ美術館所蔵
ルーベンスとバロック絵画の
巨匠たち展
H11.4/10-5/16

第８回青木繁記念大賞公募展
H11.6/5-20

リビング・ブリッジ／居住橋
ひと住まい、集う都市の橋
H11.7/17-8/29

再発見、日本の姿：
キーワードはデロリ
H11.9/11-10/24

ローダー・コレクション展
英国風景版画
ノリッジ派を中心に
H12.2/11-3/5

ヴィクトリア＆アルバート美術館所蔵
英国水彩画 100 選展
H12.3/19-4/23

第９回青木繁記念大賞公募展
H12.6/17-7/2

写真の世紀展
写真家が見た 20 世紀
H12.8/5-9/3

グループ〈貌〉とその時代展
H12.11/11-H13.1/14

マンチェスター市立美術館所蔵
ラファエル前派展
H12.9/23-10/29

ロンドン大学コートールド・ギャラリー所蔵
風景画ができるまで　16-17 世紀オラ
ンダ・フランドル風景素描の世界展
H13.3/17-4/15

ニューヨーク・ブルックリン美術館所蔵

印象派　フランス‐アメリカ
H12.4/29-6/4

子供たちの〈もの〉と〈こころ〉の世界
キッズ・サイズ・デザイン展
H14.2/9-3/31

ウィーン・生活と美術
1873-1938
H13.4/28-6/10

第 10 回青木繁記念大賞公募展
H13.6/19-7/1

冷泉家展
近世公家の生活と伝統文化
H13.7/14-8/19

日本の巨匠が模写した世界の名画
今よみがえる、泰西名画
展覧会
H13.9/15-11/4

内なる闇ときらめく色彩のメッセージ

アンソール版画展
H13.11/23-12/24

モダン・デザインへの新しい風
クリストファー・ドレッサーと
日本展
H14.4/13-5/19

いわさきちひろ展
未来へのメッセージ
H14.7/20-8/25

開館 10 周年記念１
桃山陶芸と魯山人展
H14.9/14-10/27

開館 10 周年記念２　英国ロマン主義絵画展
ヴィクトリア＆アルバート美術館所蔵
H14.11/22-12/27

第 11回青木繁記念大賞公募展
H14.6/1-16

原始美術の華
縄文土器の造形
郡山市妙音寺遺跡出土品を中心に
H16.1/17-3/14

描かれた明治ニッポン
石版画 [リトグラフ ]の時代
H15.1/11-2/16

絵画―永遠の現在を求めて
リチャード・ゴーマン展
H15.3/1-4/13

リヒャルト＝ヴァルラフ
美術館コルブー財団所蔵
印象派のあゆみ展
H15.4/19-5/25

第 12 回青木繁記念大賞公募展
H15.6/7-22

漂泊する心
竹久夢二追想展
H15.7/26-8/31

安倍晴明と陰陽道展
H15.9/13-10/19

交響する絵画
佐藤昭一展
H15.11/1-12/14

アメリカ―ホイットニー
美術館コレクションに見る
アメリカの素顔展
H18.1/28-3/12

第 13 回青木繁記念大賞公募展
H16.6/5-20

ゴジラ生誕 50 周年記念
ゴジラの時代展
H16.7/17-8/29

京都・雅び
出光美術館名品展
H16.9/11-10/24

大正の輝き
モガ時代の装い
H16.11/3-12/26

ベル・エポックの華
ルネ・ラリックのガラス
H17.2/11-3/27

華・清・艶　珠玉の日本画コレクション

山種美術館名品展
H17.4/16-5/22

第 14 回青木繁記念大賞公募展
H17.6/4-19

THE ドラえもん展
H17.7/16-8/28

林原美術館名品展
華麗なる能装束
H17.9/10-10/16

輝く地球、鼓動する生命
岩合光昭写真展
H17.10/29-12/25

開館 15 周年記念
リール近代美術館所蔵
ピカソとモディリアーニの時代
H19.4/7-5/20

生誕 160 年　詩情の造形
エミール・ガレ展
H18.4/15-5/14

第 15 回青木繁記念大賞公募展
H18.5/20-6/4

イギリスの美しい本
H18.6/10-7/9

山下清展
H18.7/15-8/20

ピクサー展
『トイ・ストーリー』から
最新作『カーズ』まで
H18.9/2-10/9

ジャパニーズ・ポップ
信長・秀吉・家康、ファッション
にみる桃山時代
H18.10/21-12/3

佐藤静司彫刻展
H19.2/10-3/25

三瓶清子コレクション
布ものがたり
－からむし　木綿　古布の世界－
H21.2/7-3/22

第 16 回青木繁記念大賞公募展
H19.6/9-7/1

ウルトラマン誕生 40 年の軌跡
ウルトラマン伝説展
H19.7/14-8/26

東海道・木曾街道
広重　二大街道浮世絵展
H19.9/15-10/21

開館 15 周年記念
Yuasa Joji による湯浅譲二展
H19.11/3-12/16

故郷スイスの村のぬくもり
アンカー展
H20.2/2-3/23

美がむすぶ絆
ベルリン国立アジア美術館所蔵
日本美術名品展
H20.4/12-5/25

第 17 回青木繁記念大賞公募展
H20.6/7-29

郡山市・ブルメン市姉妹都市提携
20 周年記念
オランダ絵本作家展
H20.7/5-8/31

寺山修司◉劇場美術館　
1935-2008
〈自分さがし〉と〈世界さがし〉
H20.9/13-10/19

久留米藩士入植 130 周年記念
石橋美術館所蔵名品展－海の幸－
青木繁と久留米の美術
H20.11/1-12/14

没後 25 年　有元利夫展
天空の音楽
H22.1/30-3/22

光と影のファンタジー
藤城清治の世界展
H21.4/11-5/24

アーツ・アンド・クラフツ
イギリス・アメリカ
モリスからライトまで
H21.6/2-7/5

ゆらめく日常
アートの交差展
新進アーティストの視点
H21.7/18-8/30

水彩画のパイオニア
大下藤次郎の世界展
H21.9/12-10/18

国立トレチャコフ美術館展
忘れえぬロシア
H21.10/24-12/13

スイスの絵本画家
クライドルフの世界展
H24.8/4-9/17

絵からきこえてくるもの
河野保雄のコレクション
美のおもちゃ箱展
H22.4/17-5/16

ビアトリクス・ポター展
H22.7/17-9/5

古き良き、アメリカの心
ノーマン・ロックウェル展
H22.9/18-11/7

葛飾北斎生誕 250 年記念
北斎漫画展
江戸伝承版木を摺る
H22.11/13-12/19

植田正治写真展
写真とボク
H23.2/5-3/21
（震災のため 3/11 で終了）

復興をめざして　みんなで楽しむ絵本の世界
リサとガスパールシリーズ
日本語版刊行 10 周年記念
リサとガスパール＆ペネロペ展
H23.7/16-8/28

花の画家ルドゥーテ『美花選』展
ルドゥーテからの贈り物
H23.9/3-10/23

没後 150 年記念
破天荒の浮世絵師
歌川国芳展
H23.11/12-12/25

駒井哲郎 1920-1976
Tetsuro Komai Retrospective
H24.1/5-1/22,1/25-2/12

鉄腕アトム連載 60 周年・
映画ブッダ製作記念
手塚治虫展
H24.4/14-6/3

没後 20 年 入江泰吉写真展
祈り―大和路より―
H24.6/16-7/29

開館 20 周年記念展　バーン =ジョーンズ展
H24.10/23-12/9

ベスト・セレクション　所蔵作品日英近代美術名作選
H24.9/22-10/14

郡山市制施行 80 周年記念・合併 40
周年記念事業　神と人とファラオ
古代エジプトの美
ウィーン美術史美術館コレクション
H16.4/10-5/23

スウィンギン・ロンドン
50’s-60’s
ビートルズたちが輝いていた時代
H22.5/22-7/4

※掲載されているポスターのオリジナルサイズはすべてＢ２判です。
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